
インフラとサービスの統合：新しい価値を目指して

日　時：2013年5月25日（土）13:00 - 18:00　（講演：35分，議論：25分）
場　所：東京大学　駒場キャンパス ファカルティハウス
　13:00 - 13:15　丹羽 清　     PICMET’14金沢開催に向けて

　13:15 - 14:15　竹下 敦宣　「東日本大震災におけるインフラの被害と課題」

　14:20 - 15:20　木暮 啓　　「スマート・サービスによるソーシャル・イノベーション」

　15:25 - 16:25　阿部 仁志　「MOTフロンティアとしてのインフラとサービスの統合」

　16:30 - 18:00　レセプション（同会場で立食）

技術経営 (Technology Management) 分野で最大規模の国際学会PICMET (Portland International Center for Management of Engineering 
and Technology) の日本支部が主催する「技術経営を広い立場から議論し気軽に親睦を深められる」meeting を開催いたします．今
回は「インフラとサービスの統合」をテーマに，統合のアプローチの観点から御講演を頂き皆様と御一緒に考え議論したいと思い
ます．技術経営にご関心が高い方々にご案内をしています．どうぞ，意見の交換と歓談の場に奮ってご参加ください．

定員５０名；参加費 ４,０００円（懇親会込み）, 懇親会不参加は１,０００円 (会場使用料として)

お申し込み先（クリックしてください）
に5月17日(金) までにご登録の程宜しくお願い申し上げます．なおリンク先はシフトJIS表示です

The 9th MeetingPICMET Japan Chapter
Portland International Center for Management of 
Engineering and Technology, Japan Chapter 協賛 IEEE TMC Japan Chapter

参加申し込み

木暮 啓 (電通)
電通・ソーシャル・ソリューション局プ
ランニング・ディレクター．環境エネル
ギー，スマート関連事業などのプロジェ
クトを担当．UCLAにてPh.D.(工学博
士）．共著書に『ソーシャル消費』（講
談社，2009）など多数．

阿部 仁志 (科学技術と経済の会)
現在，沖電気工業㈱ 理事 経済・政策調査
部．東洋大学客員教授（ＰＰＰビジネス
論）．ベルリン自由大学理学研究科博士課
程修了．理学博士．2012年まで科学技術
と経済の会にて技術経営会議の事務局長

5月17日(金) 迄

竹下 敦宣 (日本経済新聞)
日本経済新聞 科学技術部次長．これまで
科学技術部，経済部で厚労省，金融機
関，農水省，環境省などを担当．平成23
年10月から平成25年3月まで福島支局
長．平成25年4月から現職．

2014年PICMET日本開催に向けて
PICMET Japan はPICMET国際学会を2014年7月27日(日)～31日(木)に「インフラとサービスの統合」をテーマにして金沢市
で開催する準備を進めています．日本企業のイノベーションや技術経営に関する取り組み，さらに「インフラとサービス
統合」の先進性や実績を国際会議の場で発信していくことで，世界の中で日本のリーダーシップを示し，同時に，日本の
技術経営の発展を目指します．

本件問い合せ先：office@picmet-japan.org　（PICMET-Japan事務局）
PICMET Japanについて：http://www.picmet-japan.org/saito/HOME.html
駒場ファカルティハウス： http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam02_01_33_j.html
（京王井の頭線：渋谷駅から各駅停車で２駅目「駒場東大前」下車，東口/西口いずれからも徒歩５分）
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